酒田市防犯灯設置基準

1． 防犯灯とは、防犯を目的とし、原則として多数の歩行者が通行する道路を照らし、夜間の安全を確保するものとする。

2． 防犯灯を設置する場合は、住居地区と住居地区以外（建物が無い場所）に区分する。

3． 防犯灯の設置及び維持管理は、全て市が行う。
4． 住居地区における防犯灯設置の基準については、次のとおりとする。

（1） 道路照明灯等の光源から、おおむね７０ｍ～１００ｍ離れた場所であること。

（2） 灯具の間隔は、おおむね３５ｍ～５０ｍとする。

5． 住居地区以外における防犯灯の設置の基準については、次のとおりとする。

（1） 小学校の通学路全般、及び中学校の通学路のうち主要な箇所であること。

（2） 公共施設の周辺（学校を除く）で、防犯上、特に必要な個所であること。
（3） その他、防犯上、特に必要な個所であること。
（4） 道路照明灯等の光源から、おおむね７０～１００ｍ離れた場所であること。
（5） 灯具の間隔は、おおむね７０ｍ～１００ｍとする。

6． 設置基準

（1） 電気料金の契約種別が「街路灯Ａ」に該当する原則ＬＥＤ（２０ワット蛍光灯相当の照度のもの）とする。

（2） 防犯灯の設置高は車道は地上より５ｍ以上の高さに、歩道は地上より３ｍ以上の高さに設置する。

（3） 以下の照明は原則として防犯灯とは認めない

1 防犯を目的としていない照明

2 神社境内や駐車場の照明

3 住宅の軒先や壁へ設置する照明

4 センサー付ライト

5 維持管理費の全部または一部が、公金で賄われている照明

（4） 設置間隔が基準を満たしていなくても、曲がり角、建物の陰等の暗い個所は実態を調査し判断する。

（5） 基準の実施前に設置された防犯灯については基準を満たすように改修する。
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